



経済研究所 / Institute of Developing















地の分譲や土地権利の保証が重要な問題となっている（Gulliver 1961; von 
Blanckenburg 1993; Sjaastad and Bromley 1997; Moyo 2007）。多くのアフリカの
国々と同様に，ザンビアの土地制度には土地所有証明書（title deeds）による
私有と慣習地（Customary Land）における土地の共同保有という二重性が存
在する（Mvunga 1980; Le Roy 1985; Firmin- Sellers and Sellers 1999; Benjaminsen 

























































































る BSAC の統治を認めていた（Buell 1965）。ローズはジョンストンを BSAC





たが，NER および NWR の領土はともに1896年まで英政府の管理下になか
った（Galbraith 1974, 339）。BSAC はニアサランド弁務官との個人的なつなが
りで，北ローデシアにおける初期の統治を進めたのである。
　英政府は BSAC に対して，1899年の勅令によって NWR の統治，1900年の





















ナー・コンセッション（Lochner Concession）と呼ばれる（Galbraith 1974, 217; 













　1899年11月に英政府が発効させた勅令によって，BSAC は NWR を統治す
ることになった。NWR の領域は，実際にはバロツエランドよりも大きな地
域であり，具体的には，カフエ川までの行政権を取得した（図2-1）。BSAC





















































































































































線が確定した（Roberts 1976, 162）。また，BSAC はニアサランド弁務官と総
領事（Consul-general of British Central Africa）から認証を受け，1893年にアフ
リカ大湖会社（African Lakes Corporation）からタンガニーカ・エステート
（Tanganyika Estate）を獲得する。エステートの土地はアバーコンとイソカの
周辺であり，面積は 1 万1163平方キロメートルであった（Grotpeter, Siegel, 









服された（Roberts 1976, 164-165）。1901年には，NER において小屋税が課税











隣接しており，面積は 1 万平方マイル（ 2万5860平方キロメートル）であった。
1891年にポルトガルとのヴィーゼ・コンセッション（Wiese Concession）によ
って，この土地は英領に編入された。金の埋蔵に関するヴィーゼの情報に基
























ムバラ）の 3カ所に限られた（Roberts 1976, 183；本章図2-1）。
　1900年，北東ローデシア勅令は，BSAC による NER の統治を正式に認め
























ドでも認められ，ヌナン主席判事（Nunan Chief Judicial Officer）によって，植
民地のすべての土地は英王室に帰属するという判断が下された（Mvunga 
1980, 6）。
　1911年の勅令によって，NER と NWR は合併されて，北ローデシア
（Northern Rhodesia）となり，そののちも BSAC が統治を続けた（Grotpeter, 



























































































































































































には農地法（Agricultural Lands Act）が制定され，農水大臣（Minister of Agri-
culture, Food and Fisheries）の任命による農業土地委員会（Agricultural Lands 
Board）が王領地の土地権利―自由土地保有権と30年間の土地リース権
―を付与し，その権利はヨーロッパ人だけではなく，アフリカ人に対して
も開かれるようになった（農地法 第 3節 ; Kaunda 1993, 94）。
第 4節　カウンダ政権期
　1964年に北ローデシアはザンビアとして独立した。独立当初，ザンビアの
政治は第一党の UNIP（統一国民独立党：United National Independence Party）を
中心とする政権であった。UNIP は人道主義による社会主義を標榜した。独









































of Titles〉［amendment］ Act No. 15）により，大統領の認可があれば，外国人は
居留地と信託地において最長99年までの土地リース権を取得することが可能
となった。つまり，独立後の大統領は，独立前の北ローデシア総督と同等の
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